
正式の翻訳の訓練を受けたわけでなく、また研究者でもない⽴場から、ここでは個⼈的な経験を

中⼼に、歴史関係の書籍の翻訳を始めた経緯や、どのように翻訳する書籍を選択しているか等に

つき、お話ししたい。

現代のフランスを理解する上では近・現代史を知ることが重要との認識から、フランス⾰命以降

の歴史に関する書籍を中⼼に選んでいること、特に19世紀がフランス理解の上で重要な時代では
ないかと考える点等についてである。また、近年の⽇本におけるフランス史書の翻訳の現状につ

いて概観しつつ、課題などについてもあわせて考えたい。

フランス語歴史書
の翻訳をめぐって
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南山大学地域研究センター共同研究
翻訳と通訳の過去・現在・未来
ー多言語と多文化を結んでー
2020年度第7回講演会

大嶋　厚
前パリ日本文化会館副館長・元国際交流基金情報センター部長

2021年1月26日（火）
13：30～15：00

講師

⽇時

オンライン（ZOOMミーティング）

以下のフォームにご記⼊いただき事前申込みください。

https://forms.gle/gWjtveS9kHoH3JCp7
※申込期限：2021年1⽉25⽇(⽉)�9:00
お申込みいただいたメールアドレスに、講演会前⽇にZoomの
URL等詳細のご連絡を差し上げます。（授業振替の学⽣さんは事前申込不要です）

氏

学内者限定
オンライン講演会


